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ニ
タ
リ
ン
グ
を
誓
願
・
陳
情
、
要
望
し
て

も
行
政
に
よ
る
測
定
は
行
わ
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
市
民
が
自
ら
調
査
す
る
背
景
や
拠

り
所
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
に
わ
た
り
概
説

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
な
か
か
ら
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ

な
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
20
年
間
に
実
施

さ
れ
た
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
宮
古
島
に
い

た
る
各
地
で
の
調
査
は
、
そ
の
結
果
と
と

も
に
市
民
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
大
き
な
成
果
を
残
し
て
き

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
紙
面
の
制
約
か

ら
ご
く
概
要
の
報
告
と
な
る
こ
と
を
ご
容

赦
い
た
だ
き
た
い
。

全
国
各
地
の
実
績
か
ら

⑴
北
海
道
室
蘭
市
：
西
胆
振
地
域
廃
棄
物

広
域
処
理
施
設
「
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
」

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
２
０
０
３
年
〜

２
０
０
７
年
の
調
査

　

室
蘭
市
・
登
別
市
・
伊
達
市
・
豊
浦
町
・

壮
瞥
町
・
洞
爺
湖
町
の
３
市
３
町
が
構
成

す
る
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
で
は
、
西
胆
振

地
域
廃
棄
物
広
域
処
理
施
設
と
し
て
、
２

０
０
３
年
４
月
か
ら
三
井
造
船
の
キ
ル
ン

式
ガ
ス
化
溶
融
炉
「
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
」

を
稼
働
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
処
理
方
式

は
ガ
ス
化
溶
融
炉
と
い
う
こ
と
で
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
な
ど
有
害
物
質
の
問
題
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
の
触
れ
込
み
だ
っ
た
。
し

か
し
、
立
地
場
所
の
室
蘭
市
石
川
町
は
、

伊
達
市
と
の
市
境
の
窪
地
で
あ
り
、
高
さ

１
０
０
ｍ
の
煙
突
か
ら
は
き
出
さ
れ
る
排

ガ
ス
は
、
石
川
町
か
ら
東
に
１
〜
２
㎞
離

れ
た
高
台
の
室
蘭
市
白
鳥
台
の
住
宅
地
を

直
撃
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
白
鳥
台
の
市
民
を
中
心
に
、

　

１
９
９
９
年
に
始
ま
っ
た
市
民
参
加
に

よ
る
松
葉
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
は
、
今
年

で
20
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
今
年

度
も
東
京
都
内
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
内
の

複
数
の
地
域
、
福
岡
県
古
賀
市
、
宮
城
県

内
な
ど
各
地
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
マ
ツ
の
針
葉
を
生
物
指
標
と

し
た
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定

に
つ
い
て
は
、
法
制
度
上
の
根
拠
が
な
い

と
し
て
、
市
民
が
い
く
ら
松
葉
に
よ
る
モ

の
強
化
な
ど
を
申
し
入
れ
、
ま
た
、
行
政

に
対
し
て
は
、
家
庭
や
事
業
所
で
の
分
別

を
徹
底
す
る
よ
う
求
め
る
な
ど
、
各
方
面

へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
。
市
民
参
加
に

よ
る
調
査
結
果
と
そ
れ
に
基
づ
く
こ
う
し

た
市
民
活
動
は
、
北
海
道
新
聞
や
室
蘭
民

報
な
ど
で
も
報
じ
ら
れ
ガ
ス
化
溶
融
炉
に

対
す
る
市
民
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
迷
惑
施
設
と
し
て

焼
却
施
設
を
市
境
に
立
地
し
た
場
合
、
周

辺
の
地
形
や
風
向
、
土
地
利
用
な
ど
を
考

慮
し
な
い
と
稼
働
後
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
、
ま
た
、
稼
働
直
後
は
運
転
管

理
が
不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
故
障
が
多
発

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、「
何
で
も
燃
や
せ

市
民
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
ガ
ス
化
溶
融

炉
か
ら
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
、
風
上

の
伊
達
市
南
黄
金
町
と
風
下
の
室
蘭
市
白

鳥
台
の
２
地
域
を
対
象
に
２
０
０
３
年
か

ら
２
０
０
７
年
ま
で
継
続
的
な
調
査
が
行

わ
れ
た
。

　

２
０
０
３
年
度
の
最
初
の
調
査
で
は
、

（
発
生
源
の
影
響
を
受
け
に
く
い
）
風
上

地
域
の
伊
達
市
南
黄
金
町
は
０
・
２
９

pg
―Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｇ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

風
下
地
域
（
白
鳥
台
地
域
：
標
高
70
〜
１

０
０
ｍ
）
の
松
葉
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃

度
が
３
・
２
２
pg
―Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ｇ
と
、
風

下
の
住
宅
街
が
11
倍
も
高
濃
度
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
１
参
照
）。

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
市
民
は
広
域
連
合

に
焼
却
施
設
の
維
持
管
理
の
徹
底
や
監
視

区
東
部
、
Ｄ
：
青
葉
区
東
部
、�

Ｅ
：
太
白

区
東
部
、
Ｆ
：
泉
区
西
部
、
Ｇ
：
青
葉
区

西
部
、
Ｈ
：
太
白
区
西
部
）
し
、
広
域
平

均
の
濃
度
と
市
内
に
当
時
４
カ
所
（
現
在

は
３
カ
所
）
あ
っ
た
仙
台
市
の
清
掃
工
場

周
辺
と
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
差
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
泉
区
の

北
西
部
に
立
地
す
る
産
業
廃
棄
物
焼
却
炉

周
辺
の
汚
染
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

だ
っ
た
。
調
査
対
象
地
域
と
調
査
結
果
は

図
２
の
通
り
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
図
に
示
す
よ
う
に
、
清

掃
工
場
が
立
地
し
て
い
な
い
太
白
区
西
部

や
青
葉
区
西
部
の
濃
度
は
低
く
、
一
方
、

清
掃
工
場
が
立
地
し
て
い
る
区
に
つ
い
て

は
、
工
場
周
辺
が
い
ず
れ
も
各
区
の
広
域

平
均
濃
度
よ
り
高
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
焼
却
炉
の
新
規

立
地
を
め
ぐ
る
訴
訟
で
原
告
側
証
拠
と
し

て
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
。
中
で
も
、
泉

区
北
西
部
の
七
北
田
川
の
谷
間
に
立
地
す

る
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
「
Ｍ
興
業
」
の

周
辺
は
極
め
て
高
く
、
こ
の
松
葉
調
査
の

結
果
を
受
け
て
、
周
辺
住
民
に
よ
る
仙
台

地
裁
へ
の
提
訴
・
調
停
へ
と
進
む
こ
と
と

な
っ
た
。

　

最
終
的
に
は
継
続
調
査
の
結
果
を
受
け

て
、
Ｍ
興
業
は
焼
却
処
理
を
中
止
す
る
こ

と
と
な
る
。
以
下
に
市
民
の
活
動
報
告
か

ら
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

る
ガ
ス
化
溶
融
炉
」
と
い
う
安
易
な
情
報

を
鵜
呑
み
に
し
た
市
民
の
認
識
の
甘
さ
か

ら
、
分
別
の
不
徹
底
が
故
障
を
招
く
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

排
ガ
ス
濃
度
は
規
制
値
内
、
大
気
中
濃
度

も
基
準
値
内
で
あ
っ
て
も
、
焼
却
炉
の
風

下
に
住
む
人
々
は
、
常
に
そ
の
影
響
を
受

け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
公

平
を
数
値
で
明
ら
か
に
し
た
調
査
だ
っ
た

と
言
え
る
。

⑵
仙
台
市
内
の
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設

を
廃
炉
に
導
い
た
２
０
０
１
年
度
・

２
０
０
５
〜
２
０
１
０
年
度
の
調
査

　

１
９
９
９
年
度
に
生
活
協
同
組
合
と
連

携
し
、
関
東
地
方
及
び
中
国
九
州
地
方
で

大
々
的
な
松
葉
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
が
広
く
公
表
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
宮
城
県
仙
台
市
に
お
い
て
も
松

葉
調
査
を
実
施
し
た
い
と
い
う
機
運
が
盛

り
上
が
っ
た
。
こ
の
調
査
に
は
、
仙
台
の

弁
護
士
グ
ル
ー
プ
や
歴
史
・
文
化
サ
ー
ク

ル
、
廃
棄
物
問
題
に
取
り
組
む
市
民
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
多
様
な
市
民
が
相
互
に
呼

び
か
け
合
っ
て
カ
ン
パ
を
募
り
、
仙
台
市

内
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
１
年
に
行
っ
た
調
査
目
的
の
１

つ
は
、
仙
台
市
内
５
区
を
８
つ
に
区
分

（
Ａ
：
宮
城
野
区
、
Ｂ
：
若
林
区
、�Ｃ
：
泉

シリーズ シリーズ
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図1　 風上（伊達市南黄金地区）と風下（室蘭市白鳥台）
の濃度比較

出所：調査報告書よりERI作成

図2　仙台市内の松葉中ダイオキシン類濃度グラフ
区平均と清掃工場周辺地域の比較

不
正
操
業
企
業
と
の
、
水
源
を
守
る
住
民
の
長

い
闘
い
が
実
を
結
び
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

•
住
民
81
人
に
よ
る
民
事
調
停
が
成
立

　

廃
炉
へ
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
は
、
住
民
に

よ
る
水
質
調
査
、
重
金
属
排
出
調
査
並
び
に

２
０
０
１
年
の
ク
ロ
マ
ツ
の
葉
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
調
査
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
測
定
さ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
が
、
ク
ロ
マ
ツ
の
葉
に
よ
る
調
査
推
計
で
国
の

基
準
値
を
超
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の

新
聞
報
道
と
共
に
焼
却
灰
の
不
法
投
棄
発
覚
で
、

行
政
も
重
い
腰
を
上
げ
、
１
号
炉
廃
止
と
と
も

に
１
カ
月
の
操
業
停
止
処
分
を
下
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
住
民
81
人
が
操
業
停
止
を
求
め
て

仙
台
簡
易
裁
判
所
に
提
訴
。
２
年
の
審
理
を
経

て
、
民
事
調
停
が
仙
台
市
を
確
認
団
体
と
し
て

成
立
し
ま
し
た
。（
中
略
）

•�

調
停
に
基
づ
く
調
査
活
動
が
廃
炉
に
追
い
込
む

　

調
停
項
目
の
中
に
は
、
住
民
立
ち
会
い
の
下

に
、
水
質
、
土
壌
、
大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
調
査
、
そ
し
て
松
葉
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
や
情
報
の
公
開
が
う

た
わ
れ
、
ま
た
、
調
停
後
の
交
渉
で
環
境
基
準

値
を
超
え
た
時
に
は
廃
炉
も
視
野
に
い
れ
る
こ

と
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
松
葉
に
よ
る
濃

度
調
査
は
、
大
気
の
常
時
監
視
の
機
能
も
あ
り
、

ま
た
発
生
源
の
確
認
も
で
き
ま
す
。
調
停
に
基

づ
く
２
０
０
８
年
、２
０
０
９
年
の
松
葉
調
査
で
、

国
の
環
境
基
準
の
４
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が

大
気
中
に
排
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
私

た
ち
の
追
求
で
、
つ
い
に
２
号
炉
、
３
号
炉
の
廃

炉
を
Ｍ
興
業
が
決
定
し
、
２
０
１
０
年
２
月
21

日
に
廃
炉
、
焼
却
操
業
を
停
止
し
ま
し
た
。
地

域
住
民
、
市
民
の
地
道
な
「
操
業
停
止
」
へ
の

活
動
（
松
葉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
等
）、
意

欲
が
Ｍ
興
業
の
利
潤
第
一
主
義
の
生
命
線
を
追
い

込
み
、
焼
却
炉
廃
炉
に
結
び
つ
け
た
「
い
の
ち
と

環
境
を
守
る
闘
い
」
の
、
仙
台
か
ら
の
一
例
の
報
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⑶
東
京
23
区
南
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
に
よ
る

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
前
後
の
監
視
活

動（
２
０
０
６
年
度
〜
２
０
１
８
年
度
）

　

東
京
23
区
で
は
、
１
９
７
３
年
か
ら
30

年
以
上
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
分
別

し
、「
燃
え
な
い
ご
み
」（
埋
立
て
ご
み
）

と
し
て
処
理
し
て
き
た
が
、
東
京
湾
中
央

防
波
堤
沖
最
終
処
分
場
の
延
命
化
の
た
め
、

方
針
転
換
し
、
２
０
０
８
年
度
か
ら
可
燃

ご
み
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

23
区
内
に
は
21
清
掃
工
場
（
40
炉
）
が
過

密
な
住
宅
地
内
で
稼
働
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
方
針
転
換
を
受
け
、
区
民
の

間
に
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
以
下
、
廃
プ

ラ
）
焼
却
に
伴
う
排
ガ
ス
の
影
響
を
心
配

す
る
声
が
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
23
区
南

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
で
は
、
い
ち
早
く
廃
プ

ラ
焼
却
開
始
前
の
調
査
を
立
ち
上
げ
、
焼

却
後
の
監
視
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

事
前
調
査
を
２
０
０
６
年
度
に
実
施

し
、
そ
の
後
、
廃
プ
ラ
混
合
焼
却
開
始
後

の
監
視
を
２
０
０
９
年
度
、
２
０
１
２
年

度
、
２
０
１
５
年
度
と
３
年
ご
と
に
実
施

し
、
２
０
１
８
年
度
に
も
四
回
目
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

が
汚
染
さ
れ
て
い
て
は
健
康
で
快
適
な
生

活
は
営
め
な
い
の
は
自
明
で
あ
る
。

ま
と
め

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
第
１
号
の

焼
却
工
場
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く

１
世
紀
、
戦
後
本
格
的
に
衛
生
面
を
重
視

し
て
生
ご
み
を
含
め
ご
み
は
焼
却
処
理
が

最
適
と
さ
れ
て
以
降
、
今
日
ま
で
焼
却
処

理
は
東
京
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
ご
み

処
理
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

　

一
方
で
、
21
世
紀
を
目
前
に
ご
み
の
焼

却
に
伴
う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
や
環

境
・
健
康
に
対
す
る
リ
ス
ク
の
問
題
が
顕

在
化
し
、
ご
み
焼
却
技
術
の
複
雑
化
・
高

度
化
そ
し
て
高
額
化
が
急
速
に
進
み
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対

策
特
別
措
置
法
が
議
員
立
法
に
よ
り
制
定

さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く
20
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
が
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
を
規
制
す
る
法
律
が
で
き
、
技
術

が
進
歩
し
た
と
は
い
え
、
日
本
、
な

か
ん
ず
く
東
京
23
区
の
よ
う
に
大
規

模
清
掃
工
場
が
集
中
立
地
す
る
エ
リ

ア
に
と
っ
て
、
そ
の
累
積
的
・
広
域

的
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

　

建
設
、
建
替
、
維
持
管
理
に
か
か

る
コ
ス
ト
は
、
２
０
１
８
年
度
を
例

に
と
れ
ば
清
掃
一
組
の
予
算
約
７
２

０
億
円
の
内
、
ご
み
焼
却
作
業
（
工

場
の
点
検
維
持
管
理
）
費
が
約
３
０

０
億
円
、
清
掃
工
場
の
建
て
替
え
・

延
命
化
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
約
１
７

０
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
予
算
の

65
％
が
焼
却
処
理
の
た
め
の
コ
ス
ト

と
な
っ
て
い
る

5
。

　

東
京
23
区
と
は
い
え
、
高
齢
化
の

波
は
着
実
に
押
し
寄
せ
、
人
口
は
横

０
０
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
た
め
２

０
０
６
年
度
に
は
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
）。

　

ス
プ
ラ
イ
ン
補
間
法
を
用
い
て
対
象
地

域
の
濃
度
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
23
区
南
の
ど
の
エ
リ
ア
が
よ
り
高
濃

度
と
な
っ
て
い
る
か
が
一
目
瞭
然
と
な
り
、

大
規
模
焼
却
炉
や
溶
融
炉
な
ど
が
集
中
す

る
臨
海
部
エ
リ
ア
の
汚
染
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
白
黒
の
た
め
濃
度

マ
ッ
プ
で
は
な
く
グ
ラ
フ
の
み
を
示
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
廃
プ
ラ
類
の
可
燃
ご

み
へ
の
混
入
率
が
、
混
合
焼
却
前
は
各
工

場
平
均
が
５
〜
６
％
だ
っ
た
も
の
が
、
２

０
１
２
年
度
に
は
16
％
前
後
へ
３
倍
近
く

も
上
昇
し
焼
却
炉
の
維
持
管
理
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る

2
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
廃
棄
物
に
は
容
器
包
装
類
だ
け
で

な
く
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
含
ま
れ
る

た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
添
加
さ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
添
加
剤
や
製
品
の
部
材
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
金
属
類
、
さ
ら
に

は
、
分
別
の
不
徹
底
に
よ
る
不
燃
物
が
混

入
し
焼
却
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
複
合

的
な
汚
染
も
危
惧
さ
れ
た
。

　

特
に
清
掃
一
組
が
管
理
す
る
23
区
内
の

清
掃
工
場
で
は
、
廃
プ
ラ
焼
却
開
始
後
の

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
１
７
年
に
か
け
て

延
べ
10
工
場
21
炉
に
お
い
て
水
銀
の
混
入

に
よ
っ
て
清
掃
工
場
が
停
止
に
追
い
込
ま

れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
、
総
額
で
５
億

ば
い
か
ら
微
増
で
あ
っ
て
も
ご
み
の
排
出

量
は
平
成
元
年
以
降
30
年
間
減
り
続
け
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
何
の
疑
問
も
持

た
ず
に
い
ま
ま
で
同
様
排
出
す
る
ご
み
の

７
、
８
割
を
焼
却
す
る
こ
と
を
続
け
て
い

い
の
か
、
考
え
直
す
時
で
あ
る
。
ま
し
て

や
、
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進
む
地
方
都
市

に
お
い
て
は
、
焼
却
施
設
の
維
持
管
理
費

用
が
自
治
体
に
と
っ
て
の
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

焼
却
し
て
い
る
ご
み
の
中
身
を
改
め
て

み
て
み
る
と
、
23
区
の
場
合
、
２
０
１
７

年
度
の
可
燃
ご
み
の
内
訳
は
紙
類
43
％
、

生
ご
み
22
％
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
19
％
、

木
草
類
８
％
、繊
維
類
６
％
、そ
の
他
（
ゴ

ム
・
家
電
製
品
・
金
属
・
硝
子
・
石
・
陶

器
類
）
２
％
と
な
っ
て
い
る

2
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
焼
却
炉
に
過
度
に
依
存

し
続
け
環
境
リ
ス
ク
・
健
康
リ
ス
ク
・
経

済
リ
ス
ク
が
高
い
ま
ま
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
の
で
は
な
く
、
１
つ
で
も
清
掃
工
場
を

減
ら
し
、
リ
ス
ク
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

を
政
策
目
標
に
据
え
て
、
住
民
参
加
に
よ

り
そ
の
た
め
の
戦
略
・
施
策
の
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
生
ご
み
を
８
０
０
℃
以
上
で
燃
や

す
こ
と
の
無
駄
、
分
別
す
れ
ば
再
生
可
能

な
紙
資
源
を
大
量
に
燃
や
し
て
い
る
現
状
、

燃
料
代
わ
り
に
廃
プ
ラ
を
混
合
焼
却
す
る

こ
と
の
リ
ス
ク
を
ど
う
す
れ
ば
減
ら
せ
る

の
か
、
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
仕
組

み
づ
く
り
こ
そ
都
民
参
加
で
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
市

民
が
で
き
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

　

松
葉
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
は
、

市
民
１
人
ひ
と
り
が
松
葉
を
採
取
し
、
清

掃
工
場
か
ら
の
見
え
な
い
汚
染
を
見
え
る

化
し
焼
却
炉
が
集
中
立
地
す
る
地
域
の
大

気
に
つ
い
て
ご
み
の
排
出
者
で
も
あ
る
市

民
が
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
き
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
日
本
の
過
度
な
焼
却
依

存
の
廃
棄
物
政
策
を
転
換
さ
せ
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

今
回
、
３
回
に
わ
た
り
、
市
民
参
加
に

よ
る
松
葉
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
に
つ
い
て
、

本
誌
に
寄
稿
す
る
機
会
を
頂
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
皆
様
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
る
。

円
を
超
え
る
修
理
費
用
が
発
生
す
る
事
態

と
な
っ
て
い
た

3
。

　

一
方
、
世
田
谷
区
で
は
、
調
査
期
間
中
、

風
上
に
位
置
す
る
練
馬
区
内
の
練
馬
清
掃

工
場
や
杉
並
清
掃
工
場
が
建
て
替
え
工
事

の
た
め
稼
働
を
停
止
し
て
い
た
り
、
世
田

谷
清
掃
工
場
（
ガ
ス
化
溶
融
炉
）
が
故
障

続
き
で
８
年
間
の
年
間
平
均
休
炉
日
数
が

２
６
８
日

4
も
及
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
も

影
響
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
重
金
属
類

の
濃
度
は
他
の
地
域
に
比
べ
て
低
く
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　

清
掃
一
組
が
公
表
し
て
い
る
各
清
掃
工

場
の
排
ガ
ス
中
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
は

極
め
て
低
く
維
持
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

が
上
昇
し
、
水
銀
の
濃
度
が
上
昇
す
る
こ

と
は
、
区
内
に
生
活
す
る
都
民
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
な
ん
と
言
っ

て
も
、
食
品
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
て
も
呼

吸
す
る
空
気
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　

ご
み
の
中
間
処
理
事
業
者
で
あ
る
清
掃

一
組
が
発
表
す
る
測
定
デ
ー
タ
を
鵜
呑
み

に
す
る
こ
と
な
く
、
都
民
が
自
ら
調
査
を

行
い
、
見
え
な
い
化
学
物
質
汚
染
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
活
動
は
食
品
の
安
全
を

重
視
す
る
生
協
活
動
に
と
っ
て
も
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
。
い
く
ら
食
品
の
安

全
を
追
求
し
て
も
、
日
々
呼
吸
す
る
空
気

　

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
後
、
清
掃
一
組
）
は
、
廃
プ
ラ
焼
却

実
施
前
に
、「
廃
プ
ラ
焼
却
実
証
確
認
試

験
」
な
る
も
の
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

一
組
が
開
催
す
る
検
討
委
員
会
（
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
実
証
結
果
の
確
認
等
検
討

委
員
会
）
に
お
い
て
検
討
し
、
結
論
と
し

て
、
従
来
の
可
燃
ご
み
に
廃
プ
ラ
を
混
合

焼
却
し
て
も
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
ば
か

り
か
、
高
効
率
発
電
に
よ
っ
て
売
電
す
る

こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
強
調
さ
れ
た
。1

　

そ
こ
で
、
23
区
南
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
を

は
じ
め
と
す
る
複
数
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が

連
携
し
、
23
区
の
南
エ
リ
ア
（
目
黒
区
・

世
田
谷
区
・
大
田
区
・
品
川
区
・
江
東
区
・

江
戸
川
区
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
松
葉
に
よ

る
監
視
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

図
３
は
、
こ
の
間
の
調
査
の
中
で
、
特

に
、
事
後
調
査
２
回
目
と
な
る
２
０
１
２

年
度
調
査
に
お
い
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

が
各
地
で
悪
化
し
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
つ
い
て
は
、

廃
プ
ラ
焼
却
前
の
２
０
０
６
年
度
に
比
べ

て
焼
却
後
の
２
０
０
９
年
度
、
２
０
１
２

年
度
と
次
第
に
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
水
銀
に
つ
い
て

も
２
０
０
９
年
度
か
ら
２
０
１
２
年
度
に

か
け
て
全
地
域
で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た（
重
金
属
類
に
つ
い
て
は
、
２

シリーズ シリーズ

告
で
す
。

出
典
：
「
松
葉
に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
が
廃
炉
に

導
い
た
！
」
冠
川
水
源
を
慕
う
会
・
廃
棄
物
と
環
境
を
考

え
る
宮
城
県
民
の
会�

山
田
幹
夫
（
旧
日
消
連
監
査
委
員
）、

２
０
１
０
年
４
月
21
日
発
行
第
１
４
６
０
号�

消
費
者
リ

ポ
ー
ト

図3　23区南エリアの松葉中ダイオキシン類濃度の推移
※2006年度は事前調査、その後は事後調査

出所：調査報告書よりERI作成




